
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 被災地から避難されてきた方々、またはその御家族、御親類からのご相談を 

受け付けています。衣食住から教育、医療など様々な問題に対応します。 

 

● 吉川市内の単身高齢者、一人住まいの方へのサポートをしています。現在困 

っていること、イザという時の不安はありませんか？どんなことでもかまいま 

せん。ご相談ください。 

 

● 被災にあわれた方、被災地に家族や友人がいる方へ、臨床心理士、カウンセ 

ラーなどが心理的サポートを行います。 

 

● 毎朝 5時～9時まで吉川駅にて募金活動を行っています。 

 

● 救援物資受け入れの中継点として、インスタント食品・衣類・紙オムツ・粉 

ミルク・生理用品などを受け入れています。 

 

● ツイッター、mixi、ブログ、HP等を利用して情報発信、またネットワーク構 

築をしています。 

 

●外国語の災害マップを作成します。語学、編集にご協力いただける方を探しています！ 

●被災地に贈る、愛と笑いのフリーペーパーを作成します。写真・メッセージ・イラストなど「LOVE＆LAUGH」

をテーマとした作品、また編集メンバーを募集しています！ 

●募金活動のメンバーを募集しています！ 

●「街づくり」をベースにしながらも、イザという時に助け合えるネットワークの構築を目指しています。

ぜひ、ツイッター、ブログなどでつながりましょう！ 

 

朝の募金活動 

北部市民サービスセンター 

救援物資を届ける 

HP、ブログ、ツイッター等のアドレスはこちら→ 

 
14日から毎日、吉川駅前にて
朝 5 時～9 時で募金活動を行
っています。23日現在、総額
42 万 6152 円もの義援金が
集まっており、順次、日本赤

十字社、宮城県災害対策本部、

岩手県災害義援金募集委員

会、福島県災害対策本部へお

届けしております。 
皆様のご協力、本当にありが

とうございます。熱いお気持

ちに感動しています。 

 

●吉川市では、被災者の受け入れを 3月 17日から始めています。3月 22 日（火）、
「キラリ吉川・キラリ埼玉の明日を創る会」は、北部市民サービスセンターを訪

れ、救援物資としてミネラルウォーターを届けてきました。 
●災害対策本部によれば、22 日現在、北部市民サービスセンター2 階の和室にて、
福島県原子力発電所の放射能漏れに脅かされている南相馬市や浪江町から避難し

てきた 29名の被災者が 3グループに分かれ、避難生活を送っているとのことです。 
●その他の受け入れ施設としては、老人福祉センター50 名、中央公民館 30 名、東
部市民サービスセンター10 名を指定しており、団体・個人に限らず受け入れ態勢
を整えているとのことです。連絡先は 048-982-9471災害対策本部まで。 
●また、現在必要としている支援物資は「インスタント食品」「衣類」「生理用品」

「紙オムツ」「粉ミルク」とのことでした。 
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※中原恵人（なかはらしげと）さんの見解を紹介します。 
11日 東日本大震災 
義弟とスタッフ家族が被災した。 
すぐにでも駆けつけたい気持ちを抑え、「いま自分がこの吉川で出来ること」を考えた。 
 
12日、13日と市内の単身高齢者や工場、店舗などをまわり被害状況を確認した。 
市役所に行き、情報を集めた。 
 
14日からは吉川駅前で「市内状況」や「いま僕たちが出来ること」をまとめた号外を配り、 
募金活動と防災への呼びかけを始めた。 
 
選挙に向けた活動は、こうして被災者支援の活動と「いま吉川で僕たちができること」の呼びかけに変わっ
た。 
 
県会議員選挙は 4月 10日に予定通り行われる。 
 
「こんな時に…選挙…」そう思った。 
 
けれど徐々に考えが変わってきた。 
「こんな時だからこそ、大事な選挙になるのではないだろうか…」 
 
 
イザという時に 
この吉川の橋は大丈夫なのだろうか？ 
この吉川の避難場所の整備はされているのだろうか？ 
この吉川の緊急連絡などはどのようになっているのだろうか？ 
この吉川に十分な食糧や薬などの備蓄はあるのだろうか？ 
この吉川にお互いを助け合うネットワークはあるのだろうか？ 
 
これらは全部「政治」の役割だ。 
 
 
その「政治」の方向性を決めるのが今回の「県会議員選挙」だ。 
 
未来を選ぶのが、今回の「県会議員選挙」だ。 
 
 
そう考えるようになった。 
 
 
「こんな時だけれど、こんな時だからこそ、 
共に未来を語り、真剣に未来を選ばなければならないと思う」 
 
そうした気持ちで、4月 10日の選挙に向かって行きます。 
 

3月 23日  中原 恵人 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
16年前の阪神大震災、すぐに仲間 3人と神戸に駆けつけた。 

 

瓦礫の片付けから、高齢者の仮設住宅への引越しの手伝い、

配給の手配までいろいろと動いた。 

 

変わり果てた街の姿に唖然としながら、それでも手に手を取

り助け合う市民の姿に心が震えた。 

 

その原体験が僕を「希望」へと向かわせる。 

 

被災地は必ず復興するだろう。そして吉川も変わるだろう。 

キラリ吉川・キラリ埼玉の 

明日を創る会ニュース 

号外２ 
 

2011年 3月 23日発行 

被災されたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます。 

また、亡くなられた方々に対し、心よりお悔やみ申し上

げます。 
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中原恵人（なかはらしげと） 

当時の様子（撮影：中原恵人） 

しげと 


